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WHO の現場から政策、規制をかえる
現場の経験がつくる、よりよい医療の未来

申し込み登録締切り日
2026年8月14日（金）

日時 2026年8月22日（土）
10：30～12：00

開催方法
オンライン（Zoomウェビナー）

2026年度 医療の質・安全学会 国際委員会 第1回ウェビナー

お問い合わせ連絡先 一般社団法人 医療の質・安全学会 事務局 Email：seminar@qsh.jp

座長 安宅一晃 Kazuaki Atagi

麻酔・集中治療医として救急・集中治療医療
に長年従事し、大阪市立総合医療センター、
兵庫医科大学、奈良県立医科大学などで集中
治療、医療安全、人材育成を牽引。奈良県総
合医療センターでは救急・集中治療センター
長、医療専門職教育研修センター所長などを
歴任し、医療安全推進や専門職教育に取り組
んできた。
2016年にSociety of Critical Care Medicineより
The Safar Global Partner Awardを受賞。
大阪市立大学医学部卒業、兵庫医科大学医学
博士。FCCM（Fellowship in the American 
College of Critical Care Medicine）授与。

奈良県総合医療センター 救急・集中治療センター
参事
日本集中治療医学会評議員、医療の質・安全
学会理事・代議員。

医師
小児科医としての臨床経験と、ラオスWHO事
務所での母子保健・COVID-19対応支援を
経て、2026年にラオス首相より叙勲。現在は
アジア・太平洋地域を股にかけ、地域住民と
の信頼構築や地域ガバナンスを重視したPHC
改革支援に取り組み、保健システム変革を支
援している。
ジョンズ・ホプキンス大学公衆衛生大学院
MPH、金沢大学医学部、ウェズリアン大学宗
教学専攻。

医師

演者 窪田祥吾 Shogo Kubota

WHO西太平洋地域事務局（在フィリピン・マニラ）
ヘルスシステム・サービス部サービスデリバリーと質課長


	スライド番号 1

